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Research Abstract 多環芳⾹族炭化⽔素(PAH)は、化⽯燃料の燃焼過程で⽣成する⾮意図的⽣成物であり、⾃動⾞やタバコなどを排出源として環境中に放出されるPAHは、燃焼時も
しくは⼤気中で窒素酸化物と反応して極めて強い発ガン性・変異原性を有するニトロ多環芳⾹族炭化⽔素(NPAH)を⽣成するNPAHのヒトや動物への暴露量は⾼
いと予測され、その⼤気内挙動や季節変動、都市のエネルギー・交通事情との関係等が明らかになりつつあるが、ヒトに対するリスク評価(健康影響評価)が急務
となっている。そこで本研究では、NPAHのヒトに対する曝露量を評価するためのバイオマーカーの開発を⾏うにあたり、指標の候補となるNPAHの尿中代謝物
を同定した。NPAHの中で⼤気粉塵やディーゼル排ガス粉塵に⾼濃度で存在する1-ニトロピレン(1-NP)に着⽬し、まず代謝物として考えられるヒドロキシ-1-ニ
トロピレン(OH-1-NP)を合成した。尿中代謝物として存在するOH-1-NPを定量するためには、より⾼感度な分析法の開発が要求された。そこでOH-1-NPを逆相
カラムで分離した後、オンライン⽩⾦/ロジウムカラムにより効率よく蛍光性のアミノ体に還元してその蛍光を検出することによりOH-1-NPを⾼感度に測定する
HPLC-蛍光検出法を開発した。次に尿試料の前処理法を検討し、抱合体として存在するOH-1-NPを酵素で加⽔分解した後、逆相系と順相系の固相抽出カラムを
組み合わせること夾雑ピークを効率よく除去することに成功した。実際にヒトの尿試料を⽤いてOH-1-NPの同定を試みたところ、OH-1-NPのピークを確認する
ことができ、さらにそのピークを分取してLC-MSで測定したところ、その分⼦量関連イオンピークを観察することができた。開発したヒト尿中OH-1-NPの分析
法は、NPAHの曝露量の有⽤な指標(バイオマーカー)となる可能性が⾼い。
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